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耳
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【
答
え
】
脚
の
血
管
が
浮
き
出
た

り
、
こ
ぶ
の
よ
う
に
膨
ら
ん
だ
り
す

る
病
気
を
下
肢
静
脈
瘤
と
い
い
ま

す
。
脚
の
静
脈
に
は
逆
流
を
防
ぐ
弁

が
あ
り
、
こ
の
弁
が
壊
れ
て
血
液
が

逆
流
す
る
と
、
血
管
が
徐
々
に
膨
ら

み
静
脈
瘤
に
な
り
ま
す
。
加
齢
に
伴

っ
て
増
え
る
ほ
か
、
立
ち
仕
事
の
人

や
女
性
に
多
く
、
妊
娠
や
出
産
を
機

に
発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
正

座
や
あ
ぐ
ら
は
脚
を
圧
迫
す
る
の
で

避
け
る
べ
き
で
す
。
軽
く
も
む
程
度

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
い
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
病
気
の
当
初
は
症
状
は
な
い

で
す
が
、
徐
々
に
脚
の
だ
る
さ
や
む

く
み
、
ン」
む
ら
返
り
も
起
こ
り
ま
す
。

皮
膚
が
赤
茶
色
に
な
る
色
素
沈
着
や

湿
疹
、
漬
瘍
が
で
き
れ
ば
重
症
で
す
。

命
に
関
わ
り
ま
せ
ん
が
、
放

っ
て
お

く
と
症
状
は
確
実
に
悪
化
す
る
の
で

早
期
の
治
療
を
勧
め
ま
す
。

下
肢
静
脈
瘤
は
血
管
の
太
さ
に
よ

っ
て
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
伏
在
静
脈
瘤
は
最
も
太
い
静
脈

が
こ
ぶ
の
よ
う
に
膨
ら
み
、
治
療
希

望
者
の
多
く
が
こ
の
タ
イ
プ
で
す
。

側
枝
静
脈
瘤
は
伏
在
静
脈
の
枝
の
血

管
に
で
き
、
主
に
膝
下
に
現
れ
ま
す
。

網
目
状

・
ク
モ
の
巣
状
静
脈
瘤
は
直

径
数

リミ
の
細
い
静
脈
や
毛
細
血
管
が

青
色
や
赤
紫
色
に
な

っ
て
無
数
に
浮

き
出
ま
す
。
血
管
の
超
音
波
検
査
で

脚
の
状
態
を
細
か
く
調
べ
て
治
療
し

ま
す
が
、
内
科
や
整
形
外
科
な
ど
に

関
わ
る
病
気
が
隠
れ
て
い
な
い
か
診

察
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

治
療
は
、
医
療
用
の
弾
性
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
を
使
う
圧
迫
療
法
▽
静
脈
瘤

に
硬
化
剤
を
注
射
す
る
硬
化
療
法
▽

¨
　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
相
談
し
た
い
具

¨
体
的
な
症
状
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

¨
採
用
分
に
つ
い
て
医
師
が
紙
上
で
お

¨
答
え
し
ま
す
。
〒
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７

¨
１
　
神
戸
新
聞
社
報
道
部
医
療

・
科

学
チ
ー
ム
。
下
記
の
フ
ァ
ク
ス
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
も
受
け
付
け
ま

す
。
住
所
、
名
前
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
お
忘
れ
な
く
。

皮
膚
を
数
ミガ
切
り
開
い
て
静
脈
を
縛

る
結
さ
つ
術
▽
静
脈
を
抜
き
去
る
ス

ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
手
術
▽
レ
ー
ザ
ー
な

ど
で
血
管
を
中
か
ら
焼
き
固
め
る
血

管
内

焼

灼

術
―
が
あ
り
ま
す
。
ど

の
治
療
も
日
帰
り
で
行
え
ま
す
。
手

術
後
に
再
発
し
た
場
合
や
病
状
に
よ

っ
て
は
複
数
の
治
療
を
組
み
合
わ
せ

る
必
要
が
あ
り
、
全
て
の
治
療
を
行

う
医
療
機
関
を
受
診
す
る
の
が
良
い

で
し
ょ
う
。
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【来週の放送予定】 30日 =
2倍しり取 り (言葉遊 び)▽
31日 =雪の思い出 (回想)▽
2月 1日 =太巻きず し (食)
▽ 2日 =なぞなぞを出題 (な
ぞなぞ )

( )内 は分野

饉轟 習群封閣爾 558

無料で予約不要。山本宗男支   【看護師の労働環境と産業保健 国
0・ 6609・ 1168         際シンポジウム】 2月 4日 13日寺半～17・6609・ 1168
報テレホンサービス】 時半、神戸市西区学園西町 3、 神戸市

協会が実施。曜日ごとに  看護大ホール (地下鉄学園都市駅から
―マに沿い、健康・ 医療情報  北西へ徒歩 10分)。 同大をは じめ米国
)で 3分程度流れる。テーマは  や香港の研究者による講演があ り、看
 `T……  ― ― ―̀―――・ 7二丁 ｀  `~ ‐~^一ミ‐ ― t宰 ~~｀

~″… … tr,一 ご ゴ 、

【問い】両脚に静脈瘤があり、これまでに

3回の手術を受けました。今は治療用の弾性ス

トッキングをはいて過ごしています。もう手術

を した くはあ りません。正座を した り、脚のマ

ッサージを受 けた りして もいいので しようか。

ア ドバ イスをお願い します。  (65歳 、男′性)

正
座
や
あ
ぐ
ら
は
避
け
て

黒つぱい円形の

の「受光面」(N

神戸新聞報道部医療 0科学チーム

己Fぶ 078.36o.o629

M iryOu@kobe―np.co.jp

庫支部の主催。肝炎や肝硬  ヤル 0120・ 979451(携帯電話、 PHS
などの患者や家族が日頃の  からは利用不可)。 同協会のホームペ
について話 し合い、情報交  ―ジでも紹介。
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